









On the "Chikai no Mihashira" Construction




















































































































人の︑御誓文 精神を仰ぎ︑皇室皇國の御守り る神靈を祀る とされ︑ ﹁誓の御柱﹂を仰ぐ国民の魂を祀 社と ている
（
11）︒












































































































































その子孫たる天皇のもとに帰属し︑統治されてい 照大御神は太陽神として自ら光を放つ存在であるので︑その を享受する存在である八百万の神とは明確に区別された神であ ︒これは︑神と人君と臣の関係が永遠に相対立
（区別）
されたものであるということ































































そ︑私を乗り越えた先にある忠義はますます輝くのである︒このように︑水上は︑個々人の内面や生命が重要だからこそ︑公のために自発的 使われる価値があると する︒こうした の思想や活動は︑警察官僚としての立場から︑筧 思想を実現 ようとしたものにほかならない︒　
最後に︑筧との直接のつながりについてである︒水上は学生時代















































は︑深遠︑巧妙なる理論よりも︑説明よりも︑簡單︑明瞭なる︑しかも其の背後には無限の眞理を蔵して居る形象︑文句等を度々噡仰し 又奉誦せしむ にあるのであります︑特に其の眞理を︑實社會に活用せんとする場合に︑其の必要を感じます︑現に御念佛︑御題目等が︑其の使命を果しつゝあるの 見て明かであると信じます︒　
又露獨國民今日の窮状は︑階級打破︑資本公有︑機會均等︑




















見ん﹂と心を落ち着けて﹁眞面目に︑御誓文を朗吟奉誦﹂し︑ ﹁愈皇國精神を感得﹂するこ ができ から
（
48）︒第四には︑多景島












や︑ ﹁將來に向ての皇國精神鍛鍊の目標たらしめん する﹂るから 必ずしも現時点における明治天皇との﹁綠故を深く研究する必要は﹂ない
（
51）︒あるいは多景島には︑南無妙法蓮華経と巨石に刻
























ことは︑財産のない たちから社会問題を真剣に考える機会を奪うことになる︒そうではなくて︑社会の下層の人たちも一緒になって︑社会問題や国家の統合につ 考える機会 与えなければならないというわけである︒　
こうした水上の考えは︑翌年﹃警察協會雜誌﹄雑誌に掲載された




































































ない︑もしくは持たない﹁巡査︑小學兒童︑藝娼妓に迄及﹂び︑しかも半強制的に徴収しているからである︒ ﹃大朝﹄の記者が取り上げた例だけでも︑警察署長の依頼で各学校に寄附を強要し︑警察に対して弱い立場にある遊郭の検番から割り当てで徴収 行う︑あるいは貧 い巡査に対して 自分 分だけでなく︑妻子の分も出すよ
「誓の御柱」建設運動とその広がりについて
149








ずしも良 人間ばかりで構成された社会ではない︒だが︑この善悪は個々の人格の成熟具合に基づいているので︑必ずしも職業に由来するものではない︒車夫のように社会的に下層の職業にあっても人格者たり得るし︑記者 ように社会的地位の 者 あっても︑人格的に劣ってい 場合 あり得る
（
68）︒現代社会においては︑資本家と
労働者は互いに目指すところが異なっているし︑宗教 お ても全く統一を欠いて る︒それど か︑単に虫が好 な と う感情的好悪が互いの意見の相異を産み出すこともある︒けれども︑五箇條の御誓文を戴くこの﹁誓の御柱﹂の建設を 互い 意見の異なる者同士が互いに協力して建設す ことが出来れば これほど素晴しいことはないと説いて る
（
69）︒だが︑水上は建設の目的を繰り返し










あっ ︒警察予算の審議であ にも関わらず︑ ﹁何等カノ手違ヒ﹂で︑県会には県の警察幹部は誰も出席していなかった である
（
72）︒こ
れは憶測であるが︑おそらく事前に県会 話題に ることがわかっていたの 警察関係者は誰も参加しないよう 水上が部下 命じていたのであろう︒水上の﹁誓の御柱﹂反対運動 対する向 合い方は︑全く誠実性を欠くものであった︒　
水上が任期を終えた翌年の一九二三年になっても︑巡査によって






































































































































































































































































































































































































































































﹁爾来十有四星霜を教師の群に投じて空しく聖職を汚して来た﹂と教職に就いたことを後悔し︑本山の大谷派本願寺編纂課宛 ﹁少なくとも芸術的良心のある雑誌記者﹂になりたいと自らの心情を吐露し︑本山の雑誌記者へ 就職を希望する内容の手紙を認めて る
（
142）︒


















































































明治天皇が王政復古に際して神 に誓 文言 ︑国民皆が順守す
べき標語として読み替えるのである︒水上は︑国民の精神に感化を及ぼし実行力を与えるのは︑理論 はなく﹁形象 文句︑奉誦﹂であると確信していた︒小難しい理論よりも︑日常的に繰り返し唱えることができる﹁ ﹂や︑わかりやすい﹁象徴﹂こそが国民の精神に影響を及ぼすために重要であり︑社会主義の流行に対抗するためにも︑従来の皇国思想にも︑新 い装いが必要だと強調したのである︒　
さらに︑その﹁象徴﹂に従い御誓文の精神を﹁表現﹂し︑それに
従うように行動することを求め︑一人一人の国民が天皇を中心として仰ぐ国家に参加することで︑日本が成り立っているという国の秩序を﹁可視化﹂しようと試みた︒一人一円以下の募金 求めた も国民とし の自覚を持たせ︑国家への参加を可視化 よう たからである︒　
こうした水上の活動は︑国民一人一人にどうすれば国家に相応し







一人一人の自覚を説きながら︑その運動自体は威圧的な手法によって主導された である︒そのため 新聞報道や滋賀県当局ではこした水上の建設方針に不満が渦巻くことになり︑水上が滋賀県を去った後は運動の実現が危うい状況であった︒運動が中断されなかったのは︑幸 にも当時筧 心酔してい 貞明皇后 運動の支援を表明し ことで︑誰も表立って反対すること でき くなったからに過ぎない︒　
このように︑ ﹁誓の御柱﹂建設運動は建設に向けた理念や手法に
は新しさを含みつつも︑実際の集金活動については 公私混同 剛腕で進められるという矛盾を孕ん おり︑結局天皇
（皇后）
の権威
のおかげでそれが表面化せずに済んだだけであった︒だが︑水上が筧の思想に心酔し︑その熱心な普及へ 取り組みは成功した︒さらに﹁誓 御柱﹂は筧たちの手を離れてからも︑その後 国民精神総動員運動で滋賀県 おけるそ ﹁象徴﹂となったの ある︒　
また︑水上の死後も二荒芳徳と渡邊八郎の手によって﹁誓の御
柱﹂建設事業は展開され︑規模 縮小 れたものの︑機関紙﹃いやさか﹄の発刊を通して﹁誓 御柱﹂建設の理念の普及が進められ実際に東海地方や秋田︑山形では建設が行わ た︒大日本彌榮會が
事実上活動できた期間は一九二〇年代半ばから三〇年代半ばまでの約十年程度にすぎなかったが︑ ﹁下からの支持﹂の調達という点では部分的には実を結んだ︒こうした大日本彌榮會の活動は︑特に秋田の伊東晃璋の事例 明らかなよ に 宗教的情熱に基づいて地域を良くしたいという社会教育に取り組む地域の 育者を巻き込む形で発展していった
（
153）︒この大日本彌榮會の活動は︑つまるところ皇国











2）記念碑の研究としては︑羽賀祥二﹃史蹟論﹄ （名古屋大学出版会︑一九九八年） ︑高木博志﹃近代天皇制の文化史的研究﹄ （校倉書房︑一九九七年） ︒
（














の道﹂の理解と先行研究における問題点の指摘﹂ ﹃明治聖徳記念学会紀要﹄復刊第五〇号︑二〇一三年︑ ﹁筧克彦﹁日本体操﹂の理論と実践﹂ ﹃明治聖徳記念学会紀要﹄第五一号︑二〇一四年︑同﹁阿部國治による筧克彦﹁神ながらの道﹂の受容と展開
︱︱
生き方に連なる﹃古事記﹄の教え﹂ ﹃明治聖










































16）筧克彥﹁帝國憲法の根本義﹂ （一九一三年） ﹃國家 研究 （淸水書店︑一九一三年）九〇～九四頁︒
（













21）水上の略歴は﹃官報﹄第二四五〇号（一九二〇年十月一日 ︑ ﹃官報﹄第三三五七号（一九二三年十月二十七日） ︑ ﹃大阪朝日新聞京都附録一九二〇年十月四日一面（以下﹃大朝﹄と略す） ﹃大朝﹄一九二三年十月二十九日一面︑ ﹃維新﹄第一巻第四号︑ 九二七年 秦郁彦﹃日本官僚制総合事典﹄ （東京大学出版会︑二〇〇一年）一 七頁を参照して作成した︒
（













































































の団体観光客むけの遊覧船事業が好調であったため︑翌一九一四年には日曜祭日に運航する定期観光遊覧航路が開設された（竹生島めぐりの始まり） ︒その後大戦景気の後押しもあり︑一九二二年太湖汽船 現在の琵琶湖汽船）は遊覧船みどり丸を新造︑英国皇太子の乗船の効果もあり︑琵琶湖観光は本格的に盛んになった（ ﹃琵琶湖汽船百 史﹄琵琶湖汽船︑一九八七年︑五四～五五頁） ︒
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い親和性・連続性を持ちながらも︑滋賀の事例に明らかなように︑国民精神総動員運動（一九三七～四五年）が盛んになるころには却って筧たちの活動は低迷している︒なぜ筧た が低迷していったのか ついては今後の検討課題であるが︑一九三六年に雑誌﹃いやさか﹄で大日本彌榮會の会長である二荒を じめとする幹部が︑会活動の の吐露と国体明徴運動以降の国体論の氾濫についての苦言を呈している（二荒芳徳﹁時 危言（其二） ﹂ ﹃いやさか﹄第六六号︑一九三六年） ︒なお︑自身の活動の低迷を打開すべく二荒はその後日本の特性を海外に宣伝する重要性を説く﹁八紘一宇﹂論︑さらにはその実現のために臣民の主体性を強調する﹁八紘為宇﹂論を説くようになった（昆野前掲﹁神道的国体論の帰結﹂平成二十七～二十九年度
　
日本学術振興会科学研究費助成事業研究成果報告書﹃国家神























































































125）秋山福次郎﹁誓の御柱沿革抄史﹂ （一九七四年 ︑伊東博編﹃伊東晃璋遺稿集﹄ （私家版︑一九七七年）三六～三七頁︒建設当時は寒風山の山頂にあったが︑一九六四年に展望台を造るために西に少し離 た場所に移設した︒なお︑琴湖とは秋田県男鹿半島にある八郎潟の異称である︒
（










131）伊東晃璋﹁履歴書﹂ ︑ ﹃伊東晃璋遺稿集﹄ ︒
（






伊東校長﹂ （一九三二年） ︑ ﹃伊東晃
璋遺稿集﹄二一二頁︑覆面記者﹁南秋田五部会選出常議員﹂ ︑ ﹃伊東晃璋遺稿集﹄二一五～ 六 ︒
（
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